
90-70000 屈折式天体望遠鏡
取扱説明書
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鏡筒
ファインダー
高度調整クランプ
フード
対物レンズ
ドローチューブ
ピント調整ノブ
鏡筒バンド
赤道儀
アクセサリートレイ
三脚止めネジ
アクセサリートレイ止めネジ
三脚
赤緯微動ハンドル
赤経微動ハンドル
三脚ステー
バランスウエイト
接眼レンズ
天頂ミラー
ウエイトシャフト

アクセサリートレイ
アクセサリートレイ止めネジ

バランスウエイト
三脚脚（3本）

天頂ミラー、1.5 倍エレクティ
ングレンズ、3倍バーローレ
ンズ、延長筒、接眼レンズ（３
つ）、ムーンフィルター

鏡筒バンド
（アリ型プレート付き）

（鏡筒に取り付けてあります）

星座早見盤
（英語表記、サポート外となります）

ソフトウェア
（サポート外となります）
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鏡筒を赤道儀に取りつけます。鏡筒固定ネジをゆるめアリ溝に、
鏡筒がセットされたアリ型プレートを取り付け、鏡筒固定ネジ
を締めます。

１）三脚上部に赤道儀を載せ、
赤道儀固定ネジでしっか
りと締めつけます。

２）次に高度固定クランプを
緩め高度調整クランプを
ねじ込みます。指標が
30～40°位にくるま
でねじ込み、高度固定ク
ランプを締めます。

１）赤道儀の向きを左図のように合わ
せ、赤経・赤緯クランプをそれぞ
れしっかりと固定します。

２）次にウエイトを取りつけます。まず、
ウエイト固定ネジをゆるめ、ウエ
イトシャフトに通しウエイト固定
ネジを締めます。そしてそのまま
赤道儀に取りつけます。

X

高度調整クランプ

X

取り付ける向きは、取扱い説明書表紙の写真と同じになるよう
にしてください。また、取付ける際には、落下に注意し、慎重
に作業してください。
鏡筒を回転させる際には、鏡筒固定ネジをゆるめ一度鏡筒バン
ドを開いてから回転させて鏡筒バンドを閉じてから鏡筒固定ネ
ジを締めてください。

1) まず 3本の脚をお好みの長さに合わせ
ます。
三脚の脚を引き出し、お好みの長さに合
せ三脚止めネジでしっかり固定します。
3本の脚は必ず同じ長さにしてくださ
い。

2) 三脚と架台を取りつけます。
架台に3本の脚を取りつけます。
架台止めネジを使ってしっかり
と固定してください。
取り付ける際に、アクセサリー
トレイを取りつける出っ張った
部分（ステー）がありますので、
それが内側になるように取り付
けてください。

３)三脚を開き、三脚ステーにアク
セサリートレイを取り付けます。
アクセサリートレイにあるネジ穴
とステーを合わせネジで固定して
ください。

三脚の組み立て



8. 鏡筒のバランスの取り方

赤緯クランプがゆるんだ状態で、赤道儀の鏡筒ロックネジを少しゆ
るめ、鏡筒を前後に少しずつ動かしバランスをとります。この際に
絶対に鏡筒から手を離さないでください。バランスがとれましたら、
再度鏡筒ロックネジを締めてしっかりと固定します。

バランスがとれましたら、

全体を右図の位置に戻します。

7

ファインダーを鏡筒にあるファインダー取付け部に差込みま
す。

微動ハンドルを取りつ
ける場所には平らに
なっている場所があり
ます。固定ネジをその
場所に固定してくださ
い。（違う場所に取り付
けると微動ハンドルを
回しても動かない場合
があります）

赤経クランプをゆるめ、下の写真のように赤経軸を水平にし、赤経ク
ランプを締め固定します。

赤経クランプをゆるめ、片手で鏡筒、もう一方でバランスウエイトを
支え、両手を使って両方のバランスを取る作業をします。
バランスは、バランスウエイトを動かし、適度な位置でしっかり固定
します。

赤経クランプを締めて、鏡筒が動かないように固定します。次に赤緯クランプ
をゆるめて鏡筒が地面と平行になるように回します。
ゆっくりと手を添えながら離し鏡筒が回転する方向を確認します。この際、完
全に鏡筒から手を離さないでください。



90-70000 屈折式天体望遠鏡に 20ｍｍのアイピースを使用した場合
望遠鏡本体の焦点距離（900ｍｍ）

20
45 倍

倍率
45倍
72倍
225倍
135倍
216倍
675倍

20ｍｍ
12.5ｍｍ
4ｍｍ
20ｍｍ+3倍バーローレンズ
12.5ｍｍ+3倍バーローレンズ
4ｍｍ+3倍バーローレンズ

低倍率（20～40倍）：月全景・明るい星雲、星団など
中倍率（40倍～80倍）：月面・惑星（金星・木星）など
高倍率（80倍以上）：月面クレーター・惑星（木星・土星・火星）・二重星など
※星雲・星団などの暗い天体は、雲のようにモヤっと見え、写真のように鮮やかには見えません。（星雲や
星団の写真は、長時間露出を行なっています。）

●天体望遠鏡では正立像では見られません

天体望遠鏡で観察する時は、必ず接眼レンズを使わなければいけません。
１）まずは、天頂ミラーを取り付け、固定ネジで止めます。
２）次に接眼レンズを天頂ミラーに取り付け固定ネジで止めます。
※接眼レンズを使わないと、何も見えません。
※天頂ミラー、延長筒、1.5 倍エレクティングレンズ+延長筒、1.5 倍エレクティングレンズ+天頂ミラー、3倍バーローレンズ+天
頂ミラーを使用しないとピントが合いません。下記、図の通りに取り付けてください。

X X

●天頂ミラー+接眼レンズを取付けた場合 ●延長筒+接眼レンズを取付けた場合

1.5 倍エレクティングレンズ、3倍バーローレンズを使
用すると、高倍率の観測になるため、初心者の方には難
易度が高くなります。天体望遠鏡の取り扱いに慣れてか
らご使用をお勧めします。

●3倍バーローレンズを使用した場合

●1.5 倍エレクティングレンズ+延長筒+接眼レンズ ●1.5 倍エレクティングレンズ+天頂ミラー+接眼レンズ

※天体望遠鏡には適正な倍率があり、その値は対物レンズの口径で決まります。最大適正倍率は、口径の
大きさの約2倍と言われています。
本製品は口径が90ｍｍですので、12.5ｍｍ、4ｍｍ接眼レンズに1.5 倍エレクティングレンズ、3倍バー
ローレンズを使用した場合、最大適正倍率を超えてしまうため星は大きく見えますが繊細な像が得られま
せん。それらは、中間倍率を得たいために付属しているものですのでご了承ください。
※見え方には、個人差があります。

3倍バーローレンズ使用時は、求めた倍率に3倍を掛けた値（倍率）になります。

エレクティング
レンズ

エレクティング
レンズ

天頂ミラー延長筒

接眼レンズ

天頂ミラー

そのため、正立像でみるこ
とができません。しかし、本製品には1.5 倍エレクティングレンズ（正立レンズ）がついていますので、正立像で見ること
ができます。

接眼レンズ

※上記の取付けの場合、正立像にはなりませんのでご了承ください
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X：水平調整ネジ
Y：上下調整ネジ
１：電源スイッチ
２：電池ボックス

ムーンフィルターの取付け方
接眼レンズに取り付けて明るさをカットするためのものです。満月前後の月は大変明るいため、眩しすぎて長時間観測するこ
とができません。その様な時は、接眼レンズにムーンフィルターを付けることによって、光の量をおさえることができますので、
明るい月を見るときにはムーンフィルターを使用してください。

◆取付け方
接眼レンズの望遠鏡に差し込む側に、フィルターネジが切ってありますので
フィルターをねじ込んでください。取り付けましたら、通常の接眼レンズと
同じ要領で天体望遠鏡に取り付けて、観測してください。

ムーンフィルター

接眼レンズ
（望遠鏡に差し込む側）

導入する時は、赤経クランプと赤緯
クランプをゆるめ動かしてくださ
い。導入後は、しっかりと締め固定
してください。



天体望遠鏡は、大きく分けて「鏡筒（きょうとう）」「架台（かだい）」「三脚（さんきゃく）」のパーツから成
り立っています。その架台は「赤道儀（せきどうぎ）」「経緯台（けいいだい）」の 2種類があり、用途に応じ
て使い分けられています。

カメラ三脚と同様に、縦・横の動きを
します。動きが単純なので、初心者で
も扱いやすい反面、動いて行く星を追
いかけて行くのは慣れないと大変な作
業となります。

赤道儀は、北極星を使って望遠鏡の回転軸と地球の回転軸を合わせる作業（極軸合わせ）が必要となって
きます。写真撮影をする方々の使用する赤道儀は厳密に極軸合わせが必要ですが、見ることを主目的の赤
道儀（当機種）は、大まかなセッティング作業で十分です。

高度調整
クランプ

赤道儀
固定ネジ

高度調整クランプは緩めたり締めたりして調
整。
赤道儀固定ネジは緩めて全体を動かします。



１．対物キャップを外し、低倍率の接眼レンズ（接眼レ
ンズに書かれているｍｍ数の大きいもの）を取付け、赤
経クランプと赤緯クランプを緩め、目標物の方向に向け
固定します。

29.5

に

シミュレーションソフト

月や惑星などは、比較的簡単に探せ観察する
ことができますが、星雲や星団は惑星などに
比べ暗い天体になり、空の暗いところでない
と見ることができません。
星雲・星団の位置は、星座早見盤や天文シミュ
レーションソフト・星図等を使って探してく
ださい。

これらの情報は、インターネットや天文雑誌、天文シ
ミュレーションソフト等で調べることができますの
で、参考にしてください。



②天体望遠鏡は、寒暖の差が小さく風通しの良い乾
燥した場所に保管してください。熱や湿気がありま
すと、カビや錆の原因となります。

②主鏡が夜露で曇っていませんか？ 主鏡

⑤レンズや鏡にほこりが付いたら、市販のブロアー
で吹き飛ばしてください。

⑦レンズや鏡は特に精密に調整されていますので、
決してご自分で分解をして清掃を行なわないでくだ
さい。分解は、保証の対象外となりますのでご注意
ください。

20

20



光学系

対物レンズ径

焦点距離

Ｆ値

極限等級

集光力

分解能

ファインダー

架台部

三脚

接眼レンズと倍率

（通常時 /1.5 倍エレクティングレン

ズ /3倍バーローレンズ使用時）

付属品

90-70000

屈折式望遠鏡

90ｍｍ

 900ｍｍ

F10

11.57等星

165.31倍

1.29秒

レッドドットファインダー

赤道儀式

アルミ伸縮三脚

20㎜：45倍/67.5倍 /135倍

　12.5 ㎜ ：72倍/108倍/216倍

4mm：225倍/337.5倍 /675倍
接眼レンズ3個、延長筒、3倍バーローレンズ、
1.5倍エレクティングレンズ、ファインダー、
天頂ミラー、ムーンフィルター、取扱説明書・保証書
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①CR2032ボタン電池1個をご用意ください。
②ファインダーの裏側に電気接点がありますので、
下記図のようにファインダーを裏返した時に電池の
プラス面が上にくるようにセットしてください。

ファインダーを裏返す

電池の+面を
ファインダーを裏返
しに見て上にくるよ
うにセット
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